
 

日 
曜
日 

行 事 

１ 水 元日 

２ 木   

３ 金   

４ 土 仕事始め 

５ 日   

６ 月 学校閉庁日 

７ 火  

８ 水 冬季休業終了 

９ 木 
授業開始 給食開始 B 日程 4 時間 

特別朝会 教育相談日 

10 金 委員会活動⑨ 寺子屋（視聴覚） 

11 土   

12 日   

13 月 成人の日 

14 火  

15 水 B日程  

16 木 集会 向丘中学校オープンスクール 

17 金 
クラブ活動⑨（３年クラブ見学）ALT

（２年残）寺子屋（図書）書き初め展

～2月 7日  環境出前授業（５年） 

18 土   

19 日   

20 月 
読書タイム 読み聞かせ（４・５・６

年） 初任者研究授業 

21 火 
代表委員会 プラネタリウム見学

（４年、AM） 

22 水 
B 日程 たいらタイム 巡回カウン

セラー 

23 木 朝会  

24 金 寺子屋（図書） 

25 土   

26 日   

27 月 
読書タイム 読み聞かせ（１・２・３

年） B日程５時間個人面談①（希望

制） 

28 火 B日程５時間、個人面談②（希望制） 

29 水 B日程 ボッチャ体験（4年） 

30 木 
集会 B日程５時間 個人面談③（希

望制） 

31 金 
B 日程５時間、個人面談④（希望制）避難訓練（不

審者）寺子屋（図書） 

 
２０２５．１．９ 
川崎市立平小学校 

学校だより １月号 

温故知新             松沢 隆 

 ２０２５年、関東は穏やかな気候の中、新年を迎えました。今年は十二支の「巳年」です。蛇が脱皮して新しくなるように、「新

しい自分に生まれ変わる」などの意味をもっているそうです。 

年末年始は、学生や社会人など大きなスポーツの大会が行われました。バスケットボールやサッカーなどの球技や駅伝などの陸

上競技などがテレビで中継されていました。以前にも書かせていただきましたが、私は「東京箱根間往復大学駅伝競走」を毎年楽

しみにしています。今年で１０１回を迎えました。コマーシャル前に映し出させる過去の映像がとても好きです。私が生まれる前、

私の子供の頃、毎年様々な思いを胸に選手たちは走っていたことでしょう。私が週末多摩川の土手をゆっくりと走っていると、自

転車を先頭にものすごいスピードですれ違うランナーの集団に出会います。時にはすれ違い、時には後ろから追い抜いていきます。

その集団が、２，３グループに分かれて疾走しています。その真剣な彼らの表情を見ていると、思わず走路を開けたり、手を叩い

て応援したりしてしまいます。彼らから「今」を感じさせてもらったり、学生時代の「自分」を思い出させてもらったりしていま

す。私は、たまたま土手で何秒間だけ出会うだけですが、彼らは二度と戻ってこない「今」を必死に駆け抜けているのでしょう。

箱根駅伝の本選のシード校は１０校、他の１０校を決めるのは、１０月に行われる予選会です。その予選会も個人の成績ではなく、

各校の上位１０名の合計タイムで決めるそうです。まさに、駅伝は個人の陸上競技でもあり、チームとしての絆が生まれてくると

感じられます。 

今年、私が印象残ったのは、９区で、給水係がランナーにボトルを渡した後に並走しながらボトルで乾杯をした場面でした。以

前は箱根駅伝では、給水はありませんでした。それが時代と共に給水が認められるようになりました。前回大会までは、主催者が

用意した水やスポーツドリンクだけでした。それが今回から各校が用意した飲料も可能になったそうです。 

彼らは４年間、この箱根駅伝のランナーとして走るために、どのくらいの距離と時間をかけてきたのでしょうか。当日もチーム

のため、母校のため、様々な思いを胸に２０ｋｍを走り続けます。テレビに映し出された９区の給水の場面、併走できるのは５０

ｍ以内、時間にして１０秒もありません。ですが、この２人の笑顔を見た時に、この瞬間だけは２人の自分たちだけの４年間だっ

たように心を打たれました。沿道で応援していた人やテレビで中継を見ていた人の中には、もしかしたら肯定的に受け入れられな

い方もいらっしゃるかもしれません。ですが、給水要領に違反しているものではありません。主役は彼らランナーであり、駅伝部

のチームメイトです。彼らの思いを私たち大人はもちろん社会全体が受け入れ、応援してあげる感覚をもたなくてはならないと感

じています。それは、今まで短髪が当たり前だった高校野球に学生本人の意思の髪型で出場できることも同じです。また、東京オ

リンピックから新競技としてとして実施されたスケートボードや、パリオリンピックのブレイキンなどの選手の服装なども彼らの

カルチャーを「今」として共有していくことが必要です。 

基準や常識は、時代と共に変容していくものです。それでは、子供を取り巻く環境はどうでしょうか。新型コロナ感染症の拡大

が一人１台の ICT 機器活用を前倒ししました。４月からは全学年、１学級あたりの児童数３５人以内となります。さらに、１時間

４０分授業も全国の数か所では取り組みが始まっています。私たち大人も、以前は全員が小学生でした。その時から「小学校」「国

語、社会、算数・・・」と呼び方は変わっていません。しかし、明らかにその当時の教育課程や児童指導（児童理解）からは指導

要領の改訂や時代背景が変わっています。つまり、私たち自身が小学生の時期に学んだことを、「今」なぞっても溝が生じて

しまうのも当然です。しかし、今までを否定してすべてを変えるものではもちろんありません。 

「温故知新」今まで学んできたことや伝統を大切にしながら、新たなことを見出しでいくことがいつの時代にも必要では

ないでしょうか。平小学校は「子供が主役」「子供が主語」の学校経営をチームとして精進してまいります。 

昨年同様、今年も変わらぬご支援のほど、よろしくお願い申しあげます。 

 


